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まえがき

　このハンドブックは、主として、医療機関から遠く、医者がいないような場所に住んでいる人々
のために書かれた。しかし、たとえ医者がいるところであっても、人々は自分の健康管理を率先
して行うことができるし、また行うべきである。だから、この本は、健康に気遣うすべての人の
ためのものである。この本は次の点を信条にして書かれている。

1．ヘルスケアは各人の権利であるとともに、各人の責任である。
2． 確かな知識に裏打ちされたセルフケアこそ、健康のためのプログラムや活動の主要な目標

である。
3． 明快でわかりやすい知識が得られるなら、普通の人は自分の家庭で、健康に関するたいて

いの問題に、医者にかかるよりも早めに、ずっと安く、時にはずっと良く対処することが
できる。

4． 医学上の知識は、選ばれた少数者のための守りの堅い秘密であってはならない。皆が自由
に共有すべきものである。

5． 正規の教育をほとんど受けていない人であっても、たくさん教育を受けた人と同じように
信頼できる。しかも、同じようにに聡明だと言える。

6．ヘルスケアの基礎は、押し付けではなく、励ましにある。
　
　はっきりしていることは、見識のあるセルフケアとは、各人が自分の限界を知るということで
ある。だから、指針には、何をなすべきかということだけではなく、いつ援助を求めるべきかと
いうことも含まれる。この本では、そういった保健ワーカーや医者の助言を求めたり受けたりす
るのが大切である場合について、指摘している。しかし、医者や保健ワーカーがいつもそばにい
るとは限らないから、きわめて重大な問題の場合も含めて、とりあえず何をなすべきか、という
ことについての提案をしている。
　
　この本は、正規の教育を充分に受けていない人々（あるいは、英語を母語としていない人々）
が理解できるように、かなりやさしい英語で書かれている。使われている言葉は平易であるが、
子どもっぽい表現ではないことを願っている。適切さを期して、難しい言葉もいくらか使われて
いる。たいていは、その意味を容易に推し量ることができるような使い方になっている。このや
り方によって、この本を読む人は、医学上の技能と並んで、語学の力もついていく機会が得られる。
　
　読者にわからないかもしれない重要な語彙は、本の巻末のことばの意味（語彙）の目録で説明
している。目録にある言葉が本文中で始めて出てくる章では、その単語部分をイタリック体で印
刷してある。
　
　医者のいないところでは、メキシコの山地農民のために、スペイン語で書かれたのが最初であ

る。27 年前、著者はそこでひとつのヘルスケアのネットワークを作り上げる手伝いをしていたが、
今では、村人たちが自分たちで運営している。医者のいないところでは、50 以上の言語に翻訳



されており、100 以上の国で村の保健ワーカーたちが使っている。
　英語の初版は、アフリカとアジアで使いたいという要求がたくさんあったからできた。世界各地
の経験豊かな人々が、私に助言や提案をしてくれた。もとのスペイン語版は、長年私の隣人であり
友人であった人々やその地域のために特別に書かれたものであるが、英語版は、その味わい深さや
有用性を、だいぶ失ったように思われる。世界のさまざまな地域の人々に役立つように書き換える
と、どうしても一般的になりすぎるきらいがある。
　
　この本が存分な働きをするためには、それぞれの地域の保健ニーズ、習慣、特殊な治療方法、そ
こで使われている言葉などに通じている人が、実情に合わせて使うことが大切である。

———　◦　———

　この本またはこの本の一部分を使って、村人や保健ワーカーのための独自のマニュアルを作りた
いと思う人は、ぜひそうしてほしい。著者や出版社の許可は要らない。ただし、その出版物は無料
または実費で配布し、利益を得ないものとする。また、1．誓約書、と 2．作成したもののコピー
1 部、をヘスペリアン財団に送っていただきたい。
　The Hesperian Foundation: 1919 Addison St., #304, Berkeley, California 94704, 
U.S.A.

　この本を改訂したり、自分たちのマニュアルを作成したりしたくても、資料を持たない特定の地
方や地帯の健康プログラムもあることだろう。この現行の版が使われる場合、供給者は、必要な追
加の情報を与えるリーフレットや折り込みを、必ず一緒につけて供給してほしい。

　グリーンページ（医薬品の用法、投与量、予防措置）には、薬の一般商品名や価格を書き込める
ように、余白のページをつけてある。繰り返して言うが、地域的なプログラムやこの本の供給に携
わる組織は、商標登録をしていない医薬品（ジェネリック）名や、低価格の商標登録医薬品名とそ
の価格を目録にして、ぜひこの本と一緒に付けてほしい。

———　◦　———
　この本は、自分自身や他の人の健康について、何かをしたいと思っている人すべてのために書か
れた。しかし、誰よりも地域の保健ワーカーたちが、訓練や仕事のマニュアルとして、実際に広く
使っている。このことを踏まえて、保健ワーカーの第一の仕事は、自分の知識を人々と共有し人々
が学ぶのを助けることにあるということを、保健ワーカーにはっきり知ってもらうために、特に保
健ワーカーのための序文の章を設けてある。
　
　今日、発展途上国だけでなく、発展しすぎた国々においても、現行の健康管理システムは危機的
状態にある。人々の要求にうまく応えられていないことが多い。公正さが少なすぎる。一握りの持
てる者が持ちすぎている。
　
　知識をもっと気前よく分け合うことによって、そしてまた、病気を治すための伝統的方法と近代
的方法の中から、最善のものを選んで使うことを学ぶことによって、世界中の人が、自分自身や他
の人の健康のために、もっと親切でもっと適切なケアの仕方ができるようになるのだ、ということ
に希望を持ちたい。

―Ｄ．Ｗ．



 

この新版についての覚え書き
　
　医者のいないところでのこの改訂版の中で、私たちは、最新の科学的知識に基づいて新しい知識
を加え、古くなった知識は最新のものに換えた。世界中から健康管理の専門家たちが、気前よく私
たちに助言と提案をくれた。
　
　ページ付けをどうしても変更しなければならないというのでない限り、新しい情報は本文の後に
追加した。（こうすることで、ページ付けはそのまま残るから、私たちの他の本、たとえば「保健ワー
カーの学習を助ける」などの中でのこの本のページ参照は、そのまま正しく使える。）
　
　ブルーページは、本の末尾（p.399）にあるまったく新しい部分で、関心が高まりつつあったり、
特殊であったりする健康問題についての情報を収めている。AIDS、生殖器にできるただれ、リー
シュマニア症、妊娠中絶の合併症、メジナ虫症、その他である。ここでは、血圧測定、殺虫剤の誤
用、麻薬常用、早産および低体重の乳児の世話の仕方、といった新しい話題もとり上げている。
　
　本のいたるところで、新しい考えや情報を見つけることができる。医学上の知識はどんどん変化
している。たとえば、
　

◦  栄養についての助言が変わった。以前は、専門家たちは母親に、子どもにはたんぱく質に富
んだ食物をもっと多く与えるように、と言ったものである。しかし、現在は、栄養状態のき
わめて悪い子どもたちが最も必要としているのは、もっとたくさんのエネルギーの高い食物
である、ということが知られている。安いエネルギー食品はたくさんある。特に穀物類は、
子どもたちが量的に充分食べさえすれば、必要なたんぱく質はこれから摂取できる。＜四つ
の食品群＞よりは、エネルギーの高い食品を、どのようにしたら充分に与えることができるか、
その方法を見つけることに、現在は重点が置かれている。（第 11 章を参照。）

　
◦  胃潰瘍の手当てに関する助言が最近変わった。長年、医者は大量のミルクを飲むように勧め

ていた。しかし、最近の研究によれば、ミルクではなく水をたくさん飲むほうがよいとされ
ている。（p.129 を参照。）

　
◦  下痢のための特別な飲料（経口補水療法）についての知識もまた変化している。少し前までは、

専門家たちは、砂糖で作る飲料が一番よいと考えていた。しかし私たちは、今では、粥のよ
うに穀物で作った飲料のほうが、砂糖を基本にした飲料や＜ ORS ＞（経口補水塩）パックより、
脱水を抑え、下痢を和らげ、栄養失調とたたかうためにずっと効果があることを知っている。

（p.152 を参照。）
　

◦  滅菌装置の項目がひとつ付け加わった。これは、HIV/AIDS のようなある種の病気が広がる
のを防ぐために重要である。（p.74 を参照。）

　
◦  デング熱（p.187）、鎌状赤血球症（p.321）、避妊用インプラント（p.293）、についても

項目を追加した。p.105 には、ヘビ咬傷（噛み傷）の手当てについて、訂正情報をのせている。
　

◦ 換気改良型ハエ捕獲式便所の建て方の詳細は、p.139 を参照。



 
この本を改善するための提案があれば、

ぜひ私たちに知らせてほしい。
読者の考えは私たちにとって非常に重要である。

　グリーンページには追加の薬がいくつか含まれている。それは、いくつかの病気が以前使われて
いた薬に対して耐性になり、効かなくなっているからである。このためある種の病気に対しては、
単純な医学上の助言を与えるのが、以前より困難になっている。特に、マラリア、結核、腸チフス、
性感染症などである。多くの場合、数種類の手当ての可能性を示してある。しかし、多くの感染症
には、自分の地域でどのような薬が手に入り、有効であるのかについての、地域での助言が必要に
なるだろう。
　
　薬の情報を最新のものにするに当たって、私たちはもっぱら、世界保健機関（ＷＨＯ）の必須医
薬品リストにのっているものだけにした。（とはいえ、広く使われてはいても危険である薬もいく
つかとりあげて論じ、警告を与えたり、その使用を思いとどまらせたりするようにしている。p.50
から p.52 をも参照。）世界のさまざまな場所での健康上の必要（ニーズ）や、その地域的な必要
の違いに応えるために、あるひとつの地域で必要だろうと考えられるよりも多めの薬を、目録に記
載しておいた。この本の改善を目指している人は、自分の国での特別な必要や治療の形に合わせて、
ぜひ、グリーンページを簡単にしたり作り変えたりしてほしい。
　
　医者のいないところでのこの新版の中で、私たちは、伝統的な治療法の価値について、引き続き
強調している。いくつかの＜民間薬＞も追加した。しかし、民間療法は、地域的な植物や習慣に依
存していることが多いので、たとえばニンニクのように、一般的に手に入る材料を使うものだけに
とどめた。この本を応用しようと思ってている人々が、それぞれの地域にとって役立つ民間薬を、
さらに加えてくれることを期待している。
　
　この本では、全編を通じて、地域社会活動ということが強調されている。たとえば、今では、母
親に対して＜母乳が一番よい＞ということを説明するだけでは充分ではないとされている。地域社
会は、母親が職場で乳児に母乳を与えるのを保障する組織作りをすべきである。同様に、殺虫剤の
誤用（p.412）、薬物乱用（p.416）、危険を伴う妊娠中絶（p.414）といった問題は、自分たち
の地域社会を、より安全に、より健康に、より公平にしようとして共に力を尽くしている人々によっ
て、最善の解決が図られる。

＜すべての人に健康を＞（Health for all）は、土地、賃金、種々のサービス、基本的人権の面で、 
もっと平等を、という人々の要求を組織しなければ達成できない。

人々にもっと力を！



日本語版に寄せて

　私のヘルスケア手引き書、「医者のいないところで」（Where There Is No Doctor）が、いま

や日本語に訳され、間もなく出版される運びだと聞き、うれしく思います。この日本語版の出版の

企図が、シェアと、私の信頼する仲間の本田徹医師によって取り組まれたことが、私にとってとく

に大きな喜びです。彼の、不利な生活条件におかれた人々の健康と人権に対するコミットメント（奉

仕）は、困難なこの時代における、思いやりと平等主義のビジョンを示す灯火（ともしび）となっ

てきました。

　私はまた、この日本語版の原訳者である河田いこひ（Kawata Ikoi）氏に感謝します。彼女は、シェ

アのスタッフと協力して、この本の内容が正確で、最新のものとなり、医学や公衆衛生を学んだ人

でなくても理解できる、簡単で分かりやすい言葉で書き表されるように、留意してくれました。私

は河田氏が長野県佐久の住人であることに、単なる偶然以上の機縁を感じ、うれしく思うのです。

というのは、この地で、故・若月俊一博士と彼のチームが、60 年以上前という、プライマリ・ヘ

ルス・ケアに関するアルマ・アタ宣言（1978 年）が公布されるずっと前から、佐久総合病院を

中心とする画期的な農村保健運動に着手していたからです。

　

　人類が現に直面する、経済的、生態系の、そして精神的な、互いに寄り集まり勢いを増していく

危機に鑑（かんが）みると、世界の人々の健康は、ほぼ間違いなく、悪化していくことになるでしょ

う。ますます多くの、空腹に苦しむ人々、そして、ヘルスケアを絶望的に必要としながら、そこか

ら一層見放されていく人々。それゆえ、私は、シェアに集うような、共感をもった保健ワーカーの

手によって出来上がった「医者のいないところで」（Where There Is No Doctor）の新しい日本

語版が、切に必要とされ、たぶん自分の健康を守る上でも有用な情報を含んだ、源泉となることを

願っています。

　地球のあらゆるところで、不利で疎外された条件におかれた人々とともに働く、日本のボランティ

アと、変革のために働くその仲間たちの努力で完成した、このヘルスケア手引き書が、より健康的

で、親切で、もっと持続性のある世界を、私たち皆のものとして実現することに、すこしでも役立

つことが、私の望みです。

　　2009 年 7 月 26 日　

　　　デビッド・ワーナー

＊原文は巻末を参照


